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蒲生秀行は、平将門の乱を鎮
圧した藤原秀郷の子孫で、信
長・秀吉に仕えて会津９２万
石を領した戦国武将氏郷の
息子です。天下分け目の関ヶ
原合戦前後の約4年間にわ
たって宇都宮城主をつとめ、
近世城下町宇都宮の原型を
形づくりました。そこで今回
の特集では、秀行と近世初頭
の宇都宮城に注目します。

秀ひ
で
ゆ
き行
の

宇
都
宮
城
主
就
任

　

奥
州
会
津
（
福
島
県
会
津
若
松
市
）
で

九
二
万
石
を
領
し
て
い
た
蒲
生
秀
行
（
初
名
秀

隆
、
一
五
八
三
～一
六一二
）
は
、
豊
臣
秀
吉
の
命

に
よ
っ
て
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
二
月
に
宇
都

宮
に
移
り
、
そ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
って
宇
都
宮

氏
が
支
配
し
て
い
た
所
領
一
八
万
石
を
引
き
継

ぎ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
会
津
時
代
と
比
べ
て
、

蒲
生
秀
行
と

宇
都
宮
城

宇
都
宮
一
八
万
石
を

領
し
た
蒲
生
秀
行

◎
特
集
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県
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博
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館　

江
田　

郁
夫

領
地
高
が
五
分
の
一
以
下
に
減
ら
さ
れ
る
と
い
う

大
幅
な
減げ

ん
ぽ
う封
と
は
な
り
ま
し
た
が
、
な
ん
と
か

取
り
潰
し
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

  

当
時
、
秀
吉
の
周
囲
で
は
、
弱
冠
一六
歳
の
当

主
秀
行
に
会
津
九
二
万
石
を
任
せ
る
の
を
危
ぶ
ん

で
、
秀
行
の
か
わ
り
に
越
後
か
ら
上
杉
景か

げ
か
つ勝
を

国
替
え
さ
せ
る
べ
き
と
の
意
見
が
あ
っ
た
だ
け
で

な
く
、
実
際
に
減
封
前
年
の
慶
長
二
年
に
は
蒲

生
氏
重
臣
ど
う
し
の
抗
争
が
起
こ
る
な
ど
、
蒲

生
氏
は
存
続
の
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
し
た
。
幸

い
秀
行
は
、
秀
吉
の
意
向
に
よ
っ
て
慶
長
元
年

十
二
月
に
徳
川
家
康
の
娘
振ふ

り
こ子
を
妻
に
迎
え
て

お
り
、
今
回
は
岳
父
家
康
の
強
力
な
う
し
ろ
だ

て
も
あ
っ
て
蒲
生
氏
の
存
続
が
認
め
ら
れ
ま
し

た
。

  

以
前
の
五
分
の一以
下
の
領
地
高
に
な
っ
た
と
は

い
え
、
宇
都
宮
は
北
関
東
随
一
の
要
衝
で
あ
り
、

か
つ
一
八
万
石
の
石
高
は
た
と
え
ば
相
模
国
八
郡

（
現
在
の
神
奈
川
県
の
大
部
分
）
一
九
万
四
千
余

石
と
遜
色
が
な
い
く
ら
い
の
大た

い
ほ
う封（
広
大
な
領
地
）

で
し
た
。
宇
都
宮
城
に
は
いっ
た
秀
行
は
、
領
内

の
重
要
拠
点
で
あ
る
笠
間
城
（
茨
城
県
笠
間
市
）

に
は
石
高
二
万
石
で
蒲
生
郷さ

と
な
り成

、
真
岡
城
（
真

岡
市
）
に
は
八
千
石
で
町
野
繁し

げ
よ
り仍
、川
崎
城
（
矢

板
市
）
に
は
六
千
石
で
蒲
生
郷さ

と
よ
し可
ら
を
配
置
し

て
所
領
支
配
を
固
め
ま
し
た
。
ま
た
、
宇
都
宮

ま
で
随
行
し
た
家
臣
た
ち
に
領
内
で
の
あ
ら
た

な
知
行
地
を
与
え
る
な
ど
、
さ
っ
そ
く
秀
行
は

蒲
生
家
中
の
再
編
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

名
門
蒲
生
氏
と

会
津
太
守
氏
郷

  

そ
も
そ
も
蒲
生
氏
は
、
平
安
時
代
に
起
こっ
た

平
将
門
の
乱
を
鎮
圧
し
た
藤
原
秀ひ

で
さ
と郷

の
子
孫
と

伝
え
ら
れ
ま
す
（「
蒲
生
系
図
」）。
秀
郷
の
子

で
東
北
支
配
に
あ
た
る
鎮
守
府
将
軍
を
つ
と
め

た
千ち

は
る晴

の
末
裔
が
近
江
国
蒲
生
郡
（
滋
賀
県
日

野
町
ほ
か
）
を
領
し
、
蒲
生
氏
を
名
乗
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

戦
国
時
代
末
期
に
活
躍
し
た
秀
行
の
父
氏う

じ
さ
と郷

（
一五
五
六
～
九
五
）
は
、
織
田
信
長
に
仕
え
て

信
長
の
娘
冬
姫
を
妻
と
し
、
本
能
寺
の
変
で
信

長
が
倒
れ
た
あ
と
は
豊
臣
秀
吉
に
仕
え
て
妹
と

ら
を
秀
吉
の
側
室
（
三
条
殿
）
と
す
る
な
ど
、

と
き
の
天
下
人
か
ら
あ
つ
い
信
頼
を
う
け
、
か
れ

ら
と
緊
密
な
関
係
を
結
び
な
が
ら
栄
進
を
と
げ

ま
し
た
。
氏
郷
は
、
祖
父
定
秀
、
父
賢か

た
ひ
で秀

以
来

の
居
城
日
野
城
を
皮
切
り
に
、
天
正
十
二
年

（
一五
八
四
）
に
は
伊
勢
松
ヶ
島
城
（
三
重
県
松

阪
市
）
一二
万
石
に
、
そ
し
て
天
正
十
六
年
に
は

同
国
松
阪
城
へ
と
移
り
、
い
よ
い
よ
天
正
十
八
年

の
小
田
原
北
条
氏
攻
め
を
迎
え
ま
す
。

　

秀
吉
の
小
田
原
攻
め
に
は
総
勢
二
〇
万
を
超

え
る
大
軍
が
関
東
へ
と
下
向
し
、
七
月
上
旬
に

北
条
氏
を
滅
ぼ
し
た
秀
吉
は
そ
の
後
、
同
月

二
十
六
日
に
宇
都
宮
、
つ
づ
い
て
八
月
九
日
に
は

会
津
に
は
いっ
て
天
下
統
一
の
総
仕
上
げ
に
着
手

し
ま
す
（
関
東
・
奥
羽
仕
置
）。
そ
の
さ
い
、
氏

郷
に
は
あ
ら
た
に
会
津
四
二
万
石
が
与
え
ら
れ
、

翌
年
に
は
奥
州
で
起
こっ
た
大
崎
・
葛
西
一
揆
鎮

圧
の
功
績
に
よ
っ
て
七
三
万
石
に
加
増
さ
れ
、
さ

ら
に
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
の
太
閤
検
地
を

経
て
最
終
的
な
氏
郷
の
知
行
高
は
九
二
万
石
と

な
り
ま
し
た
。

  

会
津
九
二
万
石
の
太
守
と
な
っ
た
氏
郷
は
城
下

町
整
備
に
乗
り
出
し
、
旧
領
で
あ
る
近
江
日
野

か
ら
移
っ
た
商
人
ら
が
集
住
す
る
日
野
町
（
の
ち

甲
賀
町
、
現
相
生
町
）
を
新
設
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
あ
わ
せ
て
日
野
の
式
内
社
馬う

ま
み
お
か
わ
た
む
き

見
丘
綿
向

神
社
参
道
の
若
松
の
森
に
ち
な
ん
で
、
地
名
も

旧
来
の
会
津
黒
川
か
ら
若
松
に
改
め
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
す
で
に
氏
郷
は
、
会
津
以
前
の
伊

勢
松
阪
城
下
で
も
日
野
商
人
を
招
い
て
日
野
町

を
設
け
て
お
り
、
蒲
生
氏
と
日
野
の
結
び
つ
き
の

強
さ
が
う
か
が
え
ま
す
。

文
武
に

す
ぐ
れ
た
父
氏
郷

　

勇
猛
な
武
将
と
し
て
知
ら
れ
る
氏
郷
で
す
が
、

じ
つ
は
佗
び
茶
を
大
成
し
た
千
利
休
の
高
弟
で
も

あ
り
ま
し
た
。
氏
郷
は
、
茶
人
と
し
て
有
名
な

古
田
織
部
（
重し

げ
な
り然
）
や
細
川
忠た

だ
お
き興
（
三
斎
）
ら

と
な
ら
ん
で
、
利
休
の
す
ぐ
れ
た
弟
子
「
利
休

七
哲
」
に
数
え
ら
れ
、
利
休
が
秀
吉
の
勘
気
を

こ
う
む
っ
て
切
腹
し
た
あ
と
は
千
家
の
再
興
に
も

尽
力
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
会
津
若
松
城
内
に

残
る
茶
室
麟り

ん
か
く閣

は
、
氏
郷
の
庇
護
下
に
あ
っ
た
利

休
の
娘
聟
少
庵
が
建
立
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歌
人
で
も
あ
っ
た
氏
郷
に
は
、
秀
吉
の

朝
鮮
出
兵
に
と
も
な
っ
て
会
津
か
ら
九
州
名
護

屋
城（
佐
賀
県
唐
津
市
）に
向
か
っ
た
お
り
の「
蒲

生
氏
郷
紀
行
」（『
群
書
類
従
』
一
八
）
が
あ
り
、

氏
郷
が
白
河
の
関
（
福
島
県
白
河
市
）
を
越
え

て
下
野
に
は
い
り
、
芦
野
（
那
須
町
）、
那
須
野

が
原
、
佐
野
天
明
（
佐
野
市
）
の
各
地
を
経
由

し
た
の
ち
、
上
野
・
信
濃
・
美
濃
・
近
江
へ
と
至

っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

そ
の
さ
い
氏
郷
は
、
芦
野
で
は
歌
人
西
行
や
謡

曲
「
遊
行
柳
」
ゆ
か
り
の
柳
を
眺
め
て
、「
今
も

ま
た
流
れ
は
同
じ
柳
か
げ
、
行
き
迷
い
な
ば
道

し
る
べ
せ
よ
」
と
詠
ん
で
い
ま
す
。
那
須
野
が
原

で
「
世
の
中
に
我
は
何
を
か
那
須
の
原
、
な
す

わ
ざ
も
な
く
年
や
へ
ぬ
べ
き
」
と
詠
ん
だ
氏
郷
は
、

古
来
か
ら
の
歌
枕
の
ひ
と
つ
「
佐
野
の
舟
橋
」
に

到
着
し
、「
こ
れ
や
こ
の
佐
野
の
舟
橋
渡
る
に
ぞ
、

い
に
し
え
人
の
こ
と
あ
わ
れ
な
る
」
と
詠
み
ま
し

た
。
も
と
も
と
の
「
佐
野
の
舟
橋
」
は
、
上
野

を
流
れ
る
烏
川
の
舟
橋
（
群
馬
県
高
崎
市
）
が

舞
台
で
し
た
が
、
す
で
に
戦
国
時
代
以
降
は
佐

野
を
流
れ
る
佐
野
川
（
現
秋
山
川
）
に
か
け
ら

れ
た
舟
橋
と
の
認
識
が
一
般
化
し
て
い
ま
し
た

（「
東
路
の
つ
と
」）。

　

以
上
の
経
路
か
ら
は
、
会
津
を
発
し
た
氏
郷

が
猪
苗
代
湖
南
岸
を
と
お
っ
て
白
河
の
関
を
訪

れ
、
下
野
で
は
北
か
ら
芦
野
、
大
田
原
（
大
田

原
市
）、
宇
都
宮
と
南
下
し
て
、
そ
の
後
は
壬
生

（
壬
生
町
）、
栃
木
（
栃
木
市
）
を
経
由
し
て
佐

野
天
明
に
至
り
、
足
利
（
足
利
市
）
を
と
お
っ

て
上
野
に
は
いっ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
宇

都
宮
以
北
の
経
路
は
か
つ
て
天
正
十
八
年
に
秀
吉

が
宇
都
宮
で
の
仕
置
後
に
会
津
に
向
か
っ
た
行
程

と
重
な
り
、
ま
た
宇
都
宮
以
南
は
慶
長
六
年
に

京
都
伏
見
か
ら
出
羽
米
沢
（
山
形
県
米
沢
市
）

へ
と
下
向
し
た
武
士
前
田
慶
次
の
行
程
と
ほ
ぼ
重

な
り
ま
す
（「
前
田
慶
次
道
中
日
記
」）。

関
ヶ
原
合
戦
と
秀
行

　

秀
行
が
宇
都
宮
に
移
っ
て
か
ら
ま
だ
ま
も
な
い

慶
長
三
年
八
月
十
八
日
に
秀
吉
が
六
二
歳
で
没

女
子
鶴
松

忠
知（
中
務
大
輔
）

忠
郷（
下
野
守
）

女（
加
藤
忠
広
室
）

振
子（
徳
川
家
康
息
女
）

秀
行（
秀
隆
、飛
騨
守
）

と
ら（
豊
臣
秀
吉
側
室
三
条
殿
）

冬
姫（
織
田
信
長
息
女
）

女（
前
田
利
政
室
）

氏
郷（
忠
三
郎・飛
騨
守・レ
オ
ン
）

賢
秀

蒲
生
定
秀

藤
原
秀
郷

蒲
生
氏
略
系
図
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し
ま
し
た
。
遺
児
の
秀
頼
は
い
ま
だ
六
歳
に
過

ぎ
ず
、
秀
吉
死
後
の
政
権
運
営
は
徳
川
家
康
・

前
田
利
家
・
上
杉
景
勝
ら
の
五
大
老
と
石
田
三

成
ら
の
五
奉
行
に
託
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

翌
慶
長
四
年
閏
三
月
三
日
に
今
度
は
利
家
が
病

没
し
、
利
家
の
死
去
と
と
も
に
武
功
派
諸
将
の

石
田
三
成
に
対
す
る
不
満
が
一
気
に
噴
出
し
た

結
果
、三
成
は
政
権
を
離
れ
て
居
城
の
佐
和
山
城

（
滋
賀
県
彦
根
市
）に
隠
退
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

徳
川
家
康
が
秀
頼
の
い
る
大
坂
城
に
移
っ
て
豊
臣

政
権
を
主
導
し
、
翌
慶
長
五
年
に
な
る
と
会
津

在
国
中
の
上
杉
景
勝
と
の
関
係
が
極
度
に
悪
化

し
た
た
め
、
家
康
は
上
杉
氏
攻
め
を
諸
将
に
命

じ
、
同
年
六
月
十
六
日
に
は
み
ず
か
ら
も
東
国

に
下
り
ま
し
た
。

　

上
杉
氏
攻
め
に
さ
い
し
て
は
宇
都
宮
城
が
本

営
と
な
る
予
定
で
、
七
月
中
旬
ご
ろ
に
は
諸
将

が
続
々
と
宇
都
宮
周
辺
に
集
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
ほ

か
、
家
康
本
人
も
同
月
二
十
一
日
に
江
戸
を
発

し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
同
じ
こ
ろ
家
康
不
在
の

大
坂
城
で
は
、
三
成
が
佐
和
山
城
か
ら
移
って
大

老
毛
利
輝
元
・
宇
喜
多
秀
家
ら
を
中
心
に
反
家

康
派
を
糾
合
し
、
家
康
と
の
敵
対
を
公
然
と
し

ま
し
た
。
宇
都
宮
への
下
向
途
中
に
こ
の
報
告
を

う
け
た
家
康
は
、
急
遽
小
山
（
小
山
市
）
で
諸

将
と
対
応
策
を
協
議
し
、
上
杉
氏
攻
め
を
中
断

し
て
西
上
の
う
え
三
成
ら
と
戦
う
こ
と
に
決
し

ま
し
た
（
い
わ
ゆ
る
小
山
評
定
）。

　

こ
の
方
針
に
も
と
づ
き
、
さ
っ
そ
く
諸
将
は
西

上
を
は
じ
め
、
家
康
も
宇
都
宮
に
在
陣
後
、
八

月
五
日
に
江
戸
に
戻
り
、
九
月 

一
日
に
は
江
戸

を
発
し
て
大
坂
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
いっ
ぽ
う
、

家
康
の
子
秀
忠
は
宇
都
宮
城
で
今
後
の
上
杉
氏

対
策
を
講
じ
た
あ
と
、
八
月
二
十
四
日
に
宇
都

宮
を
出
陣
し
て
信
州
真
田
（
長
野
県
上
田
市
）

に
向
け
進
軍
し
て
い
き
ま
し
た
。
宇
都
宮
城
で

留
守
を
守
っ
た
の
は
秀
忠
の
兄
で
秀
吉
の
養
子
と

な
り
、
結
城
氏
の
家
督
を
継
い
で
い
た
結
城
秀
康

で
、
こ
れ
を
小
笠
原
秀
政
・
鳥
居
忠
政
・
内
藤

政
長
・
大
須
賀
忠
政
ら
の
家
康
家
臣
が
補
佐
し

ま
し
た
。
宇
都
宮
城
主
で
あ
り
、
家
康
の
娘
聟

で
あ
っ
た
秀
行
も
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
秀
康
か

ら
頼
り
に
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

  

結
局
、
西
上
し
た
徳
川
家
康
率
い
る
軍
勢
と
こ

れ
を
迎
え
撃
つ
石
田
三
成
ら
の
軍
勢
は
、
九
月

十
五
日
に
美
濃
関
ヶ
原
（
岐
阜
県
関
が
原
町
）

で
激
突
し
、
激
戦
の
す
え
に
家
康
軍
が
勝
利
し

ま
し
た
（
関
ヶ
原
合
戦
）。
信
州
真
田
を
経
て
家

康
軍
に
合
流
す
る
予
定
だ
っ
た
秀
忠
軍
は
、
敵

対
す
る
真
田
昌
幸
の
征
討
に
時
間
を
要
し
た
ば

か
り
で
な
く
、
予
想
以
上
の
急
展
開
で
関
ヶ
原

合
戦
が
お
こ
な
わ
れ
、
か
つ
そ
の
帰
趨
も
た
っ
た
一

日
で
決
し
た
た
め
、
合
戦
に
間
に
合
う
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。

  

そ
の
点
に
関
連
し
て
特
筆
さ
れ
る
の
は
、
関
ヶ

原
合
戦
に
は
参
戦
せ
ず
、
宇
都
宮
城
に
あ
っ
て
家

康
・
秀
忠
軍
の
背
後
を
上
杉
軍
か
ら
守
っ
た
結
城

秀
康
が
、
関
ヶ
原
合
戦
後
に
旧
知
行
高
の
約

一
〇
万
石
か
ら
、
あ
ら
た
に
越
前
北
ノ
庄
（
福
井

県
福
井
市
）
六
七
万
石
に
大
幅
加
増
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
、
家
康
が
そ
の
功
績
を
高
く
評
価
し
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
同
様
に
秀
行
も
、

四
二
万
石
の
加
増
を
う
け
て
会
津
城
主
に
復
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
秀
行
の
会
津
復
帰
は

慶
長
六
年
九
月
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
結
局
、
秀

行
が
宇
都
宮
領
一
八
万
石
を
治
め
た
の
は
、
慶
長

三
年
二
月
か
ら
慶
長
六
年
九
月
ま
で
の
三
年
七

か
月
間
だ
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

  

会
津
に
戻
っ
た
秀
行
は
、
慶
長
十
七
年
五
月

十
三
日
に
三
〇
歳
で
病
死
し
ま
し
た
。
一
六
歳
の

と
き
に
大
幅
な
減
封
に
よ
っ
て
宇
都
宮
城
主
と
な

り
、
つ
づ
い
て
一九
歳
で
大
幅
な
加
増
を
う
け
て
ふ

た
た
び
会
津
城
主
に
復
帰
す
る
と
い
う
波
乱
の
生

涯
で
し
た
。
秀
行
の
死
去
を
記
し
た
『
当
代
記
』

に
は
、「
常
に
大
酒
。
諸
事
に
行
儀
な
く
、
放
埒
」

と
あ
っ
て
、
そ
の
評
判
は
け
っ
し
て
芳
し
い
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
〇
代
の
若
さ
で
体
験
し
た

ま
る
で
ジ
エッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
よ
う
な
没
落
と
復

活
は
、
そ
の
後
の
秀
行
の
人
生
に
も
少
な
か
ら
ぬ

影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。

●

宇
都
宮
氏

中
世
以
前

　

中
世
の
宇
都
宮
は
、
慶
長
二
年
（
一
五
九
七
）

に
宇
都
宮
国
綱
が
改
易
と
な
る
ま
で
、
宇
都
宮
氏

の
本
拠
地
で
し
た
。
宇
都
宮
城
は
、
平
将
門
を

倒
し
た
藤
原
秀
郷
が
天
慶
三
年
（
九
四
〇
）
に
築

い
た
と
も
、
宇
都
宮
氏
の
祖
と
考
え
ら
れ
て
い
る

宗
円
が
康
平
年
間
（
一
〇
五
八
～
六
五
）
に
築
い

た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
同
時
代
の
資
料
も

な
く
、
確
証
は
あ
り
ま
せ
ん
。『
吾
妻
鏡
』
等
の

資
料
に
は
、
宇
都
宮
を
本
拠
と
し
た
宇
都
宮
氏
に

つ
い
て
は
三
代
朝
綱
以
降
、
そ
の
動
向
が
確
認
で

き
ま
す
。
鎌
倉
時
代
中
期
、正
元
元
年（
一二
五
九
）

頃
に
成
立
し
た
宇
都
宮
氏
を
中
心
と
し
た
私
選

和
歌
集
「
新
和
歌
集
」
の
中
で
、「
館
に
て

百
五
十
番　

歌
合
し
侍
け
る
に　

藤
原
景
綱
」

と
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
藤
原
景
綱
と
は
七
代

景
綱
の
こ
と
で
、
当
時
、
宇
都
宮
に
あ
っ
た
宇
都

宮
氏
の
「
館
」
で
歌
会
が
催
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

う
か
が
え
ま
す
。
宇
都
宮
城
の
発
掘
成
果
か
ら

も
十
三
世
紀
中
頃
ま
で
宇
都
宮
氏
の
館
の
存
在
は

遡
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
、
多

く
の
資
料
に
「
宇
都
宮
城
」
の
名
称
が
散
見
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
戦
乱
が
続
く
中
で
宇

近
世
初
頭
の

宇
都
宮
城
下

栃
木
県
立
博
物
館　

飯
塚　

真
史

都
宮
氏
の
「
館
」
は
、
徐
々
に
深
い
堀
や
高
い
土

塁
を
伴
っ
た
防
備
の
堅
い
「
城
郭
」
へ
と
発
展
し

て
いっ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
中
世

の
宇
都
宮
の
町
は
、
宇
都
宮
大
明
神
（
宇
都
宮

二
荒
山
神
社
）
の
南
側
に
広
が
る
門
前
町
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
、
南
に
位
置
す
る
宇
都
宮
城
と

の
間
に
町
場
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
田
川

沿
い
を
北
上
す
る
奥
大
道
沿
い
（
宇
都
宮
城
の

東
部
）
に
宿
郷
が
発
達
し
、
中
河
原
・
上
河
原
・

博
労
町
な
ど
に
町
場
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

●

蒲
生
秀
行

日
野
町
の
成
立

　

宇
都
宮
国
綱
が
改
易
さ
れ
た
後
、
豊
臣
秀
吉

の
姻
戚
に
あ
た
る
浅
野
長
政
が
宇
都
宮
城
代
を

し
ば
ら
く
の
間
つ
と
め
、
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）

 

に
は
、
蒲
生
秀
行
が
あ
ら
た
な
宇
都
宮
城
主
と

し
て
会
津
か
ら
入
封
し
ま
す
。（
以
下
、
江
戸

時
代
初
期
の
宇
都
宮
に
つ
い
て
同
時
代
に
書
か
れ

た
資
料
は
な
い
た
め
、
江
戸
時
代
後
期
に
書
か
れ

た
歴
史
書
『
宇
都
宮
志
料
』
に
依
拠
し
ま
す
。）

秀
行
は
ま
ず
堀
を
掘
り
直
し
、
南
西
部
の
不
動

口
、
西
部
の
歌
橋
口
・
佐
野
口
・
西
原
口
な
ど
を

開
き
、出
入
口
に
陣
を
固
め
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
成
高
寺
・
慈
心
院
・
粉
河
寺
・
東
勝

寺
な
ど
を
移
転・廃
寺
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

寺
院
を
城
の
外
郭
等
に
移
転
す
る
こ
と
で
宇
都

宮
の
防
禦
体
制
を
強
化
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
宇
都
宮
氏
時
代
の
最
有
力
寺
院

の
一つ
で
あ
っ
た
東
勝
寺
は
こ
の
時
に
廃
さ
れ
、
蒲

生
氏
発
祥
の
地
近
江
か
ら
日
野
商
人
を
招
き
、

城
に
近
接
し
た
東
勝
寺
跡
地
の
す
ぐ
そ
ば
に
住

ま
わ
せ
日
野
町
を
開
き
、
商
業
の
振
興
に
努
め

ま
し
た
。
東
勝
寺
跡
に
新
た
に
日
野
町
が
形
成

さ
れ
た
こ
と
は
、
近
世
宇
都
宮
城
下
町
建
設
の

第
一歩
と
い
え
ま
す
。

●

奥
平
家
昌

伝
馬
役
の
賦
課

　

徳
川
家
康
が
関
ヶ
原
の
戦
い
に
勝
利
し
た
後
、

蒲
生
秀
行
は
会
津
に
再
封
さ
れ
、
家
康
の
孫
に

あ
た
る
奥
平
家
昌
が
宇
都
宮
に
入
封
し
、
宇
都

宮
は
十
万
石
の
譜
代
大
名
の
城
下
町
と
な
り
ま

す
。
慶
長
七
年
（
一六
〇
二
）
に
は
、
家
康
が
宇

都
宮
町
に
家
屋
敷
の
年
貢
で
あ
る
地
子
の
免
除

特
権
を
与
え
、
代
わ
り
に
幕
府
の
伝
馬
役
を
課

し
て
い
ま
す
。
伝
馬
役
は
公
用
で
使
わ
れ
る
伝

馬
や
人
足
を
提
供
す
る
労
役
で
、
原
則
と
し
て一

宿
ご
と
に
継
ぎ
送
り
、
つ
ま
り
リ
レ
ー
方
式
で
人

馬
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

の
こ
と
は
、
江
戸
か
ら
奥
州
へ
と
つ
づ
く
近
世
の

日
光
道
中
・
奥
州
道
中
の
拠
点
で
あ
る
宇
都
宮

宿
の
整
備
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。『
宇
都

宮
志
料
』に
よ
る
と
、慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
）、

家
昌
は
城
の
北
東
部
の
大
町
で
五・十
日
の
六
斎

市
を
開
か
せ
た
ほ
か
、
城
の
西
部
の
引
路
町
か
ら

茂
破
町
間
や
蓬
莱
町
・
大
黒
町
・
熱
木
町
・
歌

橋
町
な
ど
で
も
、
定
期
市
を
開
か
せ
て
い
ま
す
。

●

本
多
正
純

日
光
道
中
を
整
備

　

元
和
五
年
（
一
六
一
九
）、
奥
平
氏
に
代
わ
っ
て

宇
都
宮
に
入
封
し
た
の
は
、
家
康
の
側
近
と
し
て

権
勢
を
誇
っ
た
本
多
正
純
で
し
た
。
十
五
万
石
に

加
増
さ
れ
、
譜
代
大
名
と
し
て
は
、
破
格
の
待
遇

で
あ
っ
た
と
言
え
ま
す
。
元
和
三
年
（
一六
一
七
）

以
降
、
将
軍
家
の
日
光
社
参
も
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
宇
都
宮
城
主
に
な
っ
た
正
純
に
は
、
宇

都
宮
の
街
道
と
宿
泊
施
設
の
整
備
が
重
要
な
任

務
と
し
て
加
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

う
し
た
中
で
正
純
に
よ
る
宇
都
宮
城
と
城
下
の

大
改
造
が
断
行
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
大
手
門
を
江
野
町
口
に
移
し
、
城
の

北
に
三
日
月
堀
を
造
り
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、

街
道
を
北
に
移
し
ま
し
た
。
次
に
下
河
原
・
中

河
原
・
今
小
路
門
を
建
て
て
、
奥
州
道
中
を
塞

ぎ
ま
し
た
。
そ
う
し
て
、
不
動
口
か
ら
城
の
東

側
の
下
河
原
・
中
河
原
を
通
る
ル
ー
ト
か
ら
城
の

西
側
に
新
町
（
熱
木
町
・
歌
橋
町
・
大
黒
町
・

蓬
莱
町
・
茂
破
町
・
引
路
町
・
新
石
町
・
伝
馬
町
）

を
開
き
、
こ
れ
ら
の
町
を
通
る
迂
回
ル
ー
ト
に
改

め
、
日
光
道
中
と
奥
州
道
中
の
分
岐
点
の
伝
馬

町
に
元
石
町
か
ら
問
屋
場
が
移
設
さ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
伝
馬
町
で
日
光
道
中
と
奥
州
道

中
が
分
岐
し
、
日
光
道
中
は
本
郷
町
・
新
田
町

を
北
上
し
て
日
光
方
面
に
向
か
い
、
奥
州
道
中

は
池
上
町
・
杉
原
町
を
通
り
、
鉄
砲
町
の
辺
り

で
南
に
折
れ
、
城
の
外
郭
沿
い
に
曲
師
町
・
日
野

町
そ
し
て
石
町
を
通
り
、
北
へ
向
か
い
上
河
原
町

を
経
て
奥
州
方
面
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
ま
た
、

宇
都
宮
に
と
っ
て
の

蒲
生
時
代

  

四
〇
〇
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
っ
て
宇
都
宮
を

治
め
た
宇
都
宮
氏
が
、
慶
長
二
年
十
月
に
秀
吉

に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
あ
と
、
秀
行
が
宇
都
宮
城

に
在
城
し
た
の
は
わ
ず
か
三
年
七
か
月
間
に
と
ど

ま
り
ま
す
。
期
間
に
す
れ
ば
宇
都
宮
氏
の
百
分

の
一
に
も
及
び
ま
せ
ん
が
、
そ
の
時
期
が
宇
都
宮

に
と
って
大
き
な
変
革
期
だ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い

あ
り
ま
せ
ん
。

  

宇
都
宮
氏
や
そ
の
一
族
・
家
臣
の
退
転
に
と
も

な
っ
て
、
宇
都
宮
城
や
そ
の
城
下
屋
敷
が
空
き
家

と
な
り
、
ま
た
か
れ
ら
と
密
接
不
可
分
の
関
係

に
あ
っ
た
宇
都
宮
明
神
（
現
二
荒
山
神
社
）
や

菩
提
寺
東
勝
寺
な
ど
の
社
寺
も
存
続
の
危
機
に

直
面
し
ま
し
た
。
宇
都
宮
明
神
は
社
領
を
大
幅

に
削
減
さ
れ
た
も
の
の
、
秀
行
の
入
部
後
も
そ
の

宗
教
的
な
地
位
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、

城
下
に
広
大
な
敷
地
を
有
し
て
い
た
東
勝
寺
は

廃
寺
と
な
り
、
そ
の
跡
地
の
一
部
に
は
秀
行
ゆ
か

り
の
日
野
商
人
が
移
り
住
ん
で
あ
ら
た
に
日
野
町

（
現
二
荒
町
）
が
成
立
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
記

念
す
べ
き
近
世
都
市
宇
都
宮
の
第
一
歩
は
、
秀

行
に
よ
って
標
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

  

秀
行
の
没
後
、
蒲
生
氏
は
伊
予
松
山
（
愛
媛

県
松
山
市
）
二
四
万
石
に
転
封
と
な
り
、
松
山

に
も
日
野
町
（
現
緑
町
）
を
興
し
ま
し
た
。
残

念
な
こ
と
に
、
か
つ
て
の
蒲
生
氏
の
城
下
町
で
あ

る
会
津
若
松
、
宇
都
宮
、
松
山
に
日
野
町
の
町

名
は
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
か
わ
り
、
宇
都

宮
に
は
「
日
野
町
通
り
」
の
通
称
を
も
つ
道
路

や
バ
ス
停
留
所
が
残
り
、
蒲
生
時
代
の
面
影
を

今
に
と
ど
め
て
い
ま
す
。

蒲
生
秀
行
廟（
会
津
若
松
市
）

特集  蒲生秀行と宇都宮城
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街
道
の
分
岐
点
に
当
た
る
伝

馬
町
・
池
上
町
付
近
に
旅
寵

屋
が
集
中
す
る
よ
う
に
な
り
、

宇
都
宮
の
宿
駅
機
能
が
こ
の

地
域
に
集
ま
り
ま
し
た
。一
方
、

穀
物
の
商
売
は
、
石
町
が
一 

手

に
引
き
受
け
て
い
ま
し
た
が
、

日
光
道
中
開
通
に
伴
い
、
伝

馬
町
に
隣
接
す
る
新
石
町
で

も
携
わ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
う
し
て
、
城
北
東
部

の
上
河
原
町
・
大
町
・
石
町
等

の
古
く
か
ら
の
町
場
と
合
わ
せ

て
城
西
側
に
町
が
開
か
れ
、

主
要
な
道
筋
と
な
っ
た
こ
と
で

宇
都
宮
の
宿
駅
と
し
て
の
機
能

や
商
業
的
機
能
は
飛
躍
的
に

拡
大
し
て
い
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
宇
都
宮
城
下
の
整
備

は
、
中
世
か
ら
の
古
い
町
場
に

集
中
し
て
い
た
機
能
を
新
た
に

造
っ
た
町
に
分
散
さ
せ
る
こ
と

で
宇
都
宮
宿
全
体
の
均
質
な

発
展
を
企
図
し
て
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

城
下
の
大
改
造
を
行
っ
た
と

さ
れ
る
正
純
で
し
た
が
、
在
封

三
年
で
元
和
八
年
（
一六
二
二
）

に
突
然
改
易
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
わ
ず
か
三
年
間
で

正
純
に
こ
れ
だ
け
の
都
市
の
大

改
造
が
で
き
た
か
に
つ
い
て
は

検
討
の
余
地
は
あ
り
ま
す
。
い

ず
れ
に
し
て
も
城
下
の
整
備

は
途
上
で
あ
り
、
後
に
続
く
宇
都
宮
城
主
に
引

き
継
が
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

絵
図
に
見
る
城
下
の
変
遷

　

先
に
も
述
べ
ま
し
た
が
、
宇
都
宮
城
・
城
下
に

関
す
る
近
世
初
期
以
前
の
文
献
資
料
は
現
在
確

認
で
き
て
い
な
い
た
め
、
発
掘
の
成
果
と
江
戸
時

代
中
期
以
降
の
資
料
に
依
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
現
在
確
認
で
き
る
最
古
の
資
料
が
「
下
野
国

宇
津
宮
図
」（
栃
木
県
立
博
物
館
蔵
）
で
、
成
立

年
代
は
慶
安
年
間
（
一六
四
八
～
五
二
）
で
奥
平

忠
昌
が
城
主
時
代
の
絵
図
と
推
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
全
体
的
に
空
白
の
部
分
が
見
受
け
ら
れ
、

未
完
成
の
絵
図
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
三
の
丸
の

西
方
の
堀
の
南
半
分
の
み
「
堤
」
と
記
さ
れ
、
他

の
堀
の
よ
う
に
、
水
色
の
着
色
も
な
い
こ
と
か
ら
、

こ
の
時
点
で
は
堀
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
城
の
南
西
部
の
み
外
堀
が
「
堤
」
と
表
記

さ
れ
、
堀
が
城
を
取
り
囲
め
て
お
ら
ず
、
城
下
が

完
成
途
上
の
姿
が
見
て
取
れ
ま
す
。
後
世
の
宇

都
宮
城
下
絵
図
と
の
比
較
も
踏
ま
え
て
、
以
下
で

は
、
城
下
絵
図
か
ら
宇
都
宮
城
城
下
の
変
遷
過

程
に
つい
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
城
域
部
に
は
、
城
門
・
櫓
・
堀
・
土
塁

が
描
か
れ
、
城
内
に
上
級
武
家
の
屋
敷
が
描
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
後
世
の
宇
都
宮
城
下

絵
図
と
も
共
通
し
て
お
り
、
十
七
世
紀
後
半
以

降
、
城
郭
の
改
変
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
か
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

城
下
の
西
側
の
街
道
は
数
カ
所
で
鉤
の
手
に
折

れ
、
城
の
外
郭
と
町
人
の
居
住
地
と
の
間
に
位

置
す
る
広
大
な
侍
町
（
武
家
屋
敷
）
に
は
江
戸

時
代
の
城
下
町
に
特
徴
的
な
く
い
違
い
が
随
所
に

見
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
町
人
居
住
地
の
外
側
に

も
足
軽
な
ど
下
級
武
士
の
組
屋
敷
が
見
ら
れ
ま

す
が
、
規
則
正
し
く
並
ん
で
い
る
の
が
わ
か
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
は
、
他
の
宇
都
宮
城

下
絵
図
に
も
見
ら
れ
る
特
徴
で
、
本
図
が
描
か

れ
た
段
階
で
既
に
こ
の
よ
う
な
構
造
が
で
き
あ
が

って
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　

城
外
の
侍
町
は
、
城
の
東
北
部
の
外
堀
に
近

接
す
る
地
域
（
元
石
町
）、
城
の
大
手
口
付
近
、

宇
都
宮
明
神
・
粉
河
寺
の
北
部
付
近
、
小
幡
町

の
西
北
部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
こ
の
中
で
注
目

さ
れ
る
地
点
が
二
カ
所
あ
り
ま
す
。
一
カ
所
は
、

元
石
町
と
大
手
口
付
近
、
小
幡
町
で
す
。
こ
の

地
域
は
、
侍
町
と
町
人
居
住
地
が
混
在
し
て
い

る
地
域
で
し
た
。
後
世
の
絵
図
を
見
る
と
、
元

石
町
は
町
人
居
住
地
に
、
大
手
口
付
近
は
元
禄

時
代
に
広
小
路
に
、
西
北
部
の
小
幡
町
は
域
外

の
侍
町
へ
と
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
も
う
一
カ
所

は
、
粉
河
寺
で
す
。
土
塁
に
囲
ま
れ
た
境
内
に

武
家
屋
敷
七
軒
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て

取
れ
ま
す
。
中
世
以
前
の
僧
兵
の
よ
う
な
印
象

を
受
け
ま
す
が
、
奥
平
家
中
の
武
士
で
、
寺
院

の
門
前
に
存
在
し
た
僧
坊
を
そ
の
ま
ま
転
用
し

た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
周
辺
の
侍
町
は
、

近
世
中
後
期
以
降
は
消
滅
し
、
農
地
と
な
っ
て
い

ま
す
。

近
世
宇
都
宮
城
下
の
成
立

　

絵
図
や
後
世
に
書
か
れ
た
資
料
に
よ
れ
ば
、

近
世
初
期
の
宇
都
宮
城
は
、
中
世
に
比
べ
て
城

郭
が
拡
大
し
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
三
日
月
堀

を
は
じ
め
い
く
つ
か
の
堀
を
新
造
し
、
土
塁
を
築

き
ま
し
た
。
そ
し
て
城
下
で
は
、
城
の
東
部
を
通

っ
て
い
た
奥
州
道
中
を
城
の
西
側
に
移
動
し
、
街

道
沿
い
に
新
た
な
町
を
開
き
ま
し

た
。
近
世
初
期
に
は
中
世
の
宇

都
宮
を
支
配
し
て
い
た
宇
都
宮
氏

ゆ
か
り
の
寺
社
、
宇
都
宮
二
荒
山

神
社
や
粉
河
寺
周
辺
に
社
家
の

居
住
地
や
僧
坊
等
、
そ
し
て
防

備
の
た
め
の
土
塁
が
残
っ
て
い
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
武
家
屋
敷
と
町

人
居
住
地
の
混
在
す
る
な
ど
、
町

割
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

宇
都
宮
の
改
造
は
一
朝
一
夕

で
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
近
世

中
後
期
に
向
け
て
徐
々
に
形
が

で
き
て
いっ
た
と
言
え
、
そ
の
基

礎
が
近
世
初
期
に
あ
っ
た
と
言

え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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